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質量降着する中性子星 (NS)やブラックホール (BH)では、降着流が熱化して発生する温度 Tsの光子に加えて、
それら軟光子が温度 Te の「高温電子雲」で散乱され高いエネルギーを獲得する、熱的コンプトン散乱 (ThCS)過
程が広く見られる。ThCSは一般に、yパラメータ (≡ 4kTe/mec

2×光子散乱回数) で特徴づけられ、それが大な
ほど ThCSのスペクトルは硬くなる。しかし同じく y ∼ 1 でも、例えばハード状態の BH連星からの硬 X線は
Ts ≪ Te ≪ Ti (イオン温度)かつ光学的厚みが τ <

∼ 1 なのに対し、ソフト状態の LMXBでNS表面からの黒体放
射が ThCSで変形される場合は、Ts ≤ Te ∼ Tiで τ ∼ 10 である。つまり y以外にもパラメータが必要である。
電子雲はイオンから加熱される一方で、軟光子により冷却を受け、両者の釣合いで Teが決まると考えられる。

そこで我々はこの釣合いを表す温度比 Q ≡ Te/Ts が、もう一つのパラメータになると着想し、(y,Q) 平面上に
様々な降着型コンパクト天体を並べてみた。それらはおもに「すざく」で観測された、LMXB (ソフト/ハード両
状態)、BH連星 (ソフト状態とVery High状態)、ULX天体、および I 型セイファートの軟X線超過成分で、種光
子は LMXBではNS表面からの黒体放射、BH天体では降着円盤放射である。その結果、以下の知見を得た。(1)
LMXBのソフト状態はQ ∼a few、ハード状態はQ ∼ 20− 103で、Qは「状態」の良い指標となる。(2) LMXB
はソフト/ハード状態を通じ、みな (y,Q)平面で１本の共通の軌跡を描き、dipping 天体は系統的に少しずれる。
(3) BH天体は二次元に大きくばらつく。降着率に加え、BH質量や放射効率などの自由度をもつためであろう。
(4) ULXとVery High状態の BH連星は、Qが数十の中間領域にあり、yはかなり広くばらつく。


